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官民連携手法による
公的資産マネジメント
（3）PFI手法の活用事例

　

前
回
は
公
的
不
動
産
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
方
策
の
一
つ
と
し
て
Ｐ
Ｐ
Ｐ
手

法
を
紹
介
し
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の

中
で
も
施
設
整
備
を
伴
う
事
業
に
用

い
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法

の
活
用
事
例
を
紹
介
す
る
。

　
１　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
特
徴

　　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
（P

rivate F
inance Ini-

tiative

）
と
は
、
民
間
資
金
を
活
用

し
て
公
共
施
設
の
整
備
・
運
営
等
を

行
う
事
業
手
法
を
指
す
。　

　

設
計
や
建
設
、
維
持
管
理
な
ど
、

公
共
施
設
の
整
備
や
運
営
に
付
随
す

る
業
務
は
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
通

常
の
公
共
事
業
に
お
い
て
は
、
発
注

者
で
あ
る
自
治
体
が
個
々
の
業
務
内

容
を
詳
細
に
定
義
し
た
上
で
、
適
切

な
事
業
者
を
選
定
し
、
個
別
に
契
約

す
る
。
一
方
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
を
用
い

た
場
合
に
は
、
自
治
体
は
詳
細
な
業

務
内
容
（
仕
様
）
の
代
わ
り
に
、
ハ

ー
ド
と
し
て
の
施
設
機
能
も
含
め
、

そ
こ
で
提
供
さ
れ
る
べ
き
サ
ー
ビ
ス

の
水
準
（
性
能
）
を
定
義
し
た
上
で
、

そ
の
提
供
者
と
な
る
１
事
業
体
を
選

定
し
、
契
約
す
る
。
つ
ま
り
Ｐ
Ｆ
Ｉ

で
は
ハ
ー
ド
の
提
供
も
含
め
た
サ
ー

ビ
ス
総
体
に
対
し
価
格
が
設
定
さ
れ

る
の
で
あ
り
、
従
来
型
事
業
と
の
違

い
は
、
よ
く
「
自
分
で
家
を
建
て
て

住
む
」
こ
と
と
「
ホ
テ
ル
に
住
む
」

こ
と
の
違
い
に
例
え
ら
れ
る
。

　
２　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
導
入
事
例

　　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
は
新
規
に
施
設
整
備
を
行

う
場
合
の
み
で
は
な
く
、
既
存
の
公

的
資
産
の
有
効
活
用
や
、
所
有
で

は
な
い
賃
貸
に
よ
る
資
産
保
有
と
い

っ
た
様
々
な
ス
キ
ー
ム
に
活
用
で
き

る
。
以
下
に
、
そ
の
事
例
を
紹
介
す

る
。

　
❶�

事
例
１　

多
摩
ユ
ー
ス
・
プ
ラ
ザ

（
仮
称
）
整
備
等
事
業
（
東
京
都
、

平
成
17
年
供
用
開
始
）

　

平
成
15
年
度
末
に
閉
校
し
た
都
立

高
校
を
改
修
し
、
文
化
・
学
習
施
設
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
野
外
活
動
施
設
、

宿
泊
施
設
等
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
施

設
と
し
て
整
備
し
、
運
営
・
維
持
管

理
を
行
う
事
業
で
あ
る
。
事
業
方
式

は
Ｒ
Ｏ
（R

ehabilitate-O
perate

）

方
式
で
、
民
間
事
業
者
は
既
存
施
設

の
改
修
を
行
い
、
10
年
間
に
わ
た
り

施
設
を
運
営
す
る
。

　

本
事
例
で
は
使
用
さ
れ
な
く
な
っ

た
公
的
資
産
に
更
新
投
資
を
行
い
、

別
の
施
設
と
し
て
再
生
さ
せ
る
方
策

と
し
て
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
が
活
用
さ
れ
て

い
る
。
多
く
の
自
治
体
で
は
、
社
会

環
境
の
変
化
や
市
町
村
合
併
の
影
響

で
余
剰
施
設
の
有
効
活
用
が
課
題
に

な
っ
て
お
り
、
複
合
的
な
機
能
の
連

携
方
策
や
一
体
的
な
管
理
運
営
手
法

に
民
間
の
知
恵
を
活
か
す
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。
な
お
、
Ｒ
Ｏ
方
式
で
は

施
工
リ
ス
ク
の
取
扱
い
が
複
雑
に
な

る
た
め
、
十
分
な
情
報
開
示
や
リ
ス

ク
分
担
の
整
理
が
必
要
と
な
る
点
に

は
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

　
❷�

桑
名
市
図
書
館
等
複
合
公
共
施
設

特
定
事
業
（
桑
名
市
、
平
成
16
年

供
用
開
始
）

　

図
書
館
、
保
健
セ
ン
タ
ー
及
び
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
、
多
目
的
ホ
ー

ル
を
備
え
た
複
合
施
設
の
整
備
と
運

営
・
維
持
管
理
を
行
う
事
業
で
あ

る
。
事
業
方
式
は
Ｂ
Ｏ
Ｔ
（B

uild-
O

perate-T
ransfer

）
方
式
で
あ
り
、

市
は
民
間
所
有
の
施
設
を
30
年
間
、

賃
貸
契
約
に
よ
り
保
有
す
る
。ま
た
、

図
書
館
は
民
間
事
業
者
が
、
そ
れ
以

外
の
施
設
（
保
険
セ
ン
タ
ー
、
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
、
多
目
的
ホ
ー
ル
）

は
市
が
運
営
を
行
う
。

　

所
有
で
は
な
く
賃
貸
に
よ
り
公
的

資
産
を
保
有
す
る
メ
リ
ッ
ト
の
１
つ

と
し
て
、
施
設
の
修
繕
や
設
備
更
新

に
係
る
リ
ス
ク
を
民
間
側
に
移
転
で

き
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、

事
業
者
に
支
払
う
サ
ー
ビ
ス
対
価
に

は
金
利
や
リ
ス
ク
分
が
含
ま
れ
る
た
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い
よ
う
、
市
場
調
査
等
を
通
じ
て
慎

重
に
対
話
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　
３　

�

Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
活
用
の
検
討

課
題

　　

最
後
に
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
を
活
用
す

る
に
あ
た
っ
て
、
公
的
資
産
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
視
点
か
ら
見
た
今
後
の
検

討
課
題
に
つ
い
て
以
下
に
整
理
す
る
。

　
❶�

自
治
体
内
部
に
お
け
る
ノ
ウ
ハ
ウ

蓄
積
の
仕
組
み
の
構
築

　

行
政
側
は
事
業
期
間
中
、
継
続
的

に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
が
、
数
年

後
に
は
人
事
異
動
に
よ
り
担
当
部
署

の
職
員
の
ほ
と
ん
ど
が
入
れ
替
わ
る

た
め
、モ
ニ
タ
リ
ン
グ
方
針
や
手
順
、

判
断
基
準
等
が
双
方
合
意
し
た
内
容

で
継
承
さ
れ
な
い
リ
ス
ク
が
あ
る
。

ま
た
、
同
一
自
治
体
内
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事

業
の
先
行
案
件
が
あ
っ
て
も
、
縦
割

り
組
織
の
弊
害
で
ノ
ウ
ハ
ウ
が
庁
内

で
十
分
に
整
理
・
共
有
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
も
多
い
。
今
後
は
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
を
活
用
す
る
ば
か
り
で
は
な

く
、
自
治
体
内
部
に
も
ノ
ウ
ハ
ウ
蓄

積
の
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

　
❷
事
業
終
了
後
の
資
産
価
値
の
確
保

　

初
期
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
は
施
設
整
備

に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
た
た
め
、
事

業
終
了
時
の
施
設
の
保
全
状
況
に
つ

い
て
は
必
ず
し
も
明
確
に
条
件
化
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。
ま
た
建

設
会
社
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
応
募

者
に
と
っ
て
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は

主
に
初
期
投
資
コ
ス
ト
の
圧
縮
に
よ

る
利
潤
の
確
保
で
あ
り
、
施
設
の
耐

久
性
や
設
備
更
新
に
配
慮
し
た
設
計

は
軽
視
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
資
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

観
点
か
ら
す
る
と
、
い
か
に
事
業
期

間
の
後
も
優
良
な
資
産
と
し
て
継
続

利
用
で
き
る
か
、
つ
ま
り
資
産
価
値

の
担
保
が
問
題
と
な
る
。
そ
の
た
め

に
は
事
業
終
了
時
の
保
全
状
況
を
予

め
要
求
水
準
に
明
文
化
し
た
り
、
Ｆ

Ｍ（
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

手
法
の
提
案
に
一
定
の
評
価
点
を
与

え
た
り
と
い
っ
た
選
定
方
法
の
工
夫

の
他
、
事
業
期
間
中
も
Ｓ
Ｐ
Ｃ
内
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
に
対
し
適
切
な

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。

　
❸
契
約
見
直
し
条
件
の
整
理
・
検
討

　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
は
契
約
期
間
が
長
期

に
わ
た
る
だ
け
で
な
く
、
契
約
締
結

か
ら
実
際
の
支
払
い
開
始
時
期
ま
で

１
～
２
年
の
間
隔
を
お
く
の
が
一
般

的
で
あ
る
。
入
札
か
ら
建
設
開
始
ま

で
に
生
じ
た
物
価
変
動
の
リ
ス
ク
は

通
常
民
間
側
の
負
担
と
な
っ
て
い
る

が
、
変
動
分
の
調
整
が
不
可
能
な
場

合
、
予
備
費
が
サ
ー
ビ
ス
対
価
に
上

乗
せ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た

め
、
物
価
高
騰
の
懸
念
さ
れ
る
昨
今

に
お
い
て
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
が
却
っ
て
割

高
と
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。

　

契
約
条
件
の
見
直
し
を
行
っ
た
方

が
合
理
的
と
考
え
ら
れ
る
事
項
に
つ

い
て
は
、
想
定
さ
れ
る
ケ
ー
ス
や
交

渉
時
期
を
十
分
に
検
討
し
条
項
に
反

映
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
実
際
に
協

議
事
項
が
発
生
し
た
際
の
具
体
的
な

対
応
等
に
つ
い
て
、
将
来
の
担
当
者

に
向
け
た
「
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
整
備

し
て
お
く
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。

め
、
割
高
と
な
る
傾
向
が
あ
る
。
ま

た
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
を
活
用
す
る
場

合
は
長
期
間
契
約
が
前
提
と
な
る
た

め
、
将
来
的
に
も
一
定
以
上
の
ニ
ー

ズ
が
見
込
ま
れ
る
機
能
の
整
備
を
行

う
場
合
に
適
し
て
い
る
。

　
❸�

海
洋
総
合
文
化
ゾ
ー
ン
体
験
学
習

施
設
特
定
事
業
（
神
奈
川
県
、
平

成
16
年
開
館
）

　

体
験
学
習
施
設
（
な
ぎ
さ
の
体
験

学
習
館
）
と
水
族
館
（
新
江
ノ
島

水
族
館
）
を
整
備
し
、
30
年
間
に

わ
た
っ
て
運
営
・
維
持
管
理
を
行
う

事
業
で
あ
る
。
事
業
方
式
は
Ｂ
Ｔ
Ｏ

（B
uild-T

ransfer-O
perate

）
方
式

と
Ｂ
Ｏ
Ｏ(B

uild-O
w

n-O
perate

）

方
式
の
併
用
で
、
体
験
学
習
施
設
は

県
所
有
、
水
族
館
は
民
間
所
有
と
な

っ
て
い
る
。
水
族
館
の
事
業
費
に
関

し
て
は
、
建
設
費
の
一
部
を
県
が
支

援
し
て
い
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は

施
設
の
利
用
料
金
収
入
等
で
初
期
投

資
分
を
回
収
す
る
独
立
採
算
型
事
業

で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
あ
る
程
度
の
収
益

性
が
期
待
で
き
る
公
的
資
産
に
関
し

て
は
、
民
間
事
業
者
の
独
立
採
算
事

業
を
含
ん
だ
事
業
ス
キ
ー
ム
を
活
用

す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。た
だ
し
、

事
業
の
実
現
性
に
関
し
て
は
行
政
側

と
民
間
側
の
認
識
に
乖
離
が
生
じ
な

〈
筆
者
略
歴
〉

㈱
日
本
総
合
研
究
所

　

総
合
研
究
部
門　

研
究
員

京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
修
士

課
程
修
了
。

平
成
14
年　

株
式
会
社
日
本
総
合
研

究
所
に
入
社
、
現
在
に
至
る
。

専
門
分
野
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
／
Ｐ
Ｐ
Ｐ
、

都
市
開
発
、
地
域
振
興
、
行
財
政
改

革
等
に
関
す
る
調
査
・
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
。

日置　春奈
（ひおき　はるな）


